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※
印
の
と
こ
ろ
は
記
入
し
な
い

高
・
国
語
１

受
検
番
号

氏

名

※

切
り
取
ら
な
い
こ
と

令
和
三
年
度
採
用

山
梨
県
公
立
学
校
教
員
選
考
検
査

高
等
学
校

国
語

解
答
例

※

一

問
一

①

羅
針
盤

⑥

流
浪

２
点×

２

３
点

問
二

自

然

の

在

り

方

か

ら

遠

く

離

れ

て

い

る

さ

ま

。

点１

問
三

③

自

然

に

随

順

す

る

こ
と
。

④

自

然

を

制

御

す

る

感
覚
。

３

問
四

オ

３
点

２
点×

２

技

術

の

発

展

が

急

激

で

あ

り

、

人

間

の

精

神

が

科

学

問
五

技

術

に

呪

縛

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

十

分

に

は

認

識

さ

れ

て

い

な

い

か

ら

。

５
点

問
六

イ
・
カ

３
点

生

活

の

中

に

科

学

技

術

を

取

り

入

れ

る

か

ど

う

か

を

問
七

問

題

と

す

る

の

で

は

な

く

、

機

械

に

束

縛

さ

れ

な

い

強

い

意

志

を

持

ち

、

機

械

を

統

御

し

て

い

く

こ

と

。

問
八

ウ
・
エ

４
点

５
点

二

問
一

①

す
け

②

ぐ
ぶ

１
点×

２

１
点×

４

問
二

ア

通
盛
の
卿

イ

小
宰
相
殿

ウ

小
宰
相
殿

エ

上
西
門
院
（
女
院
）

点３

問
三

③

実
家

⑥

恋
愛
の
道

２
点×

２

３

④

何
も
し
な
い
で
帰
参
す
る
こ
と
が
不
本
意
で
あ
っ
た
の
で

問
四

⑤

通
盛
の
卿
が
小
宰
相
殿
に
言
い
寄
っ
て
い
る
こ
と
は
以
前
か
ら
ご
存
知
だ
っ
た
の
で

問
五

エ
・
オ

２
点

３
点×

２

(

１)

Ａ

通
盛
の
卿

Ｂ

上
西
門
院
（
女
院
）

１
点×

２

(

２)

「
ふ
み
」
が
「
踏
み
」
と
「
文
（
手
紙
）」
の
掛
詞
で
、「
橋
」
の
縁
語
。

３
点

(

３)

通

盛

の

和

歌

の

内

容

を

ふ

ま

え

て

、

小

宰

相

の

心

が

問
六

通

盛

に

な

び

く

こ

と

を

ほ

の

め

か

す

和

歌

を

代

筆

す

る

こ

と

で

、

二

人

の

仲

立

ち

と

な

り

小

宰

相

に

幸

せ

な

生

涯

を

送

ら

せ

よ

う

と

す

る

意

図

。

５
点

問
七

ア

七
五

イ

擬
態
語

ウ

係
り
結
び

１
点×

３

問
八

ア

２
点

こ
れ
以
降
の
解
答
欄
は
裏
面
に
続
く
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高
・
国
語
２

三

古
今
和
歌
集
と
平
家
物
語
を
教
材
と
し
て
、「
和
歌
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
単
元
を
設
定
す
る
。

最
初
に
古
今
和
歌
集
の
主
な
和
歌
に
つ
い
て
、
各
自
で
語
句
や
修
辞
を
確
認
し
な
が
ら
、
表
現
さ
れ
た
場
面
や
心
情
を
ま
と
め
る
。

点０

ま
た
そ
の
中
か
ら
一
首
を
選
ん
で
三
十
一
文
字
の
現
代
語
訳
を
作
成
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
相
互
に
鑑
賞
す
る
。
次
に
、
平
家
物

１

語
に
登
場
す
る
男
女
間
の
和
歌
に
着
目
し
な
が
ら
文
章
の
概
略
を
把
握
す
る
活
動
を
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
行
う
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
和
歌
の
詞
書
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
さ
せ
、
和
歌
の
役
割
に
気
づ
か
せ
る
。
最
後
に
、
学
習
の
ま
と
め
、
振
り
返
り
と

し
て
、
和
歌
の
特
質
や
役
割
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
二
百
字
程
度
で
ま
と
め
さ
せ
る
。
指
導
事
項
に
つ
い
て
の
理
解
度
や
考
え

の
変
容
を
評
価
し
、
良
い
点
を
指
摘
し
な
が
ら
返
却
す
る
。

四

問
一

①

ど
こ
に

②

詳
し
く

２
点×

２

問
二

③

こ
と
ご
と
く

⑥

ひ
と
り

１
点×

２

点６

問
三

如
し
鄯
善
を
し
て
吾
が
属
を
収
め
匈
奴
に
送
ら
し
め
ば
、

３
点

２

⑤

そ
う
す
る
の
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

３
点

問
四

⑧

当
然
、
匈
奴
に
攻
撃
を
し
か
け
る
こ
と
を
従
事
と
相
談
す
る
べ
き
だ
。

３
点

問
五

エ

３
点

問
六

自
軍
の
軍
勢
が
い
か
ほ
ど
か
を
相
手
に
知
ら
れ
ず
に
、
優
位
に
立
っ
て
戦
い
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
点

自

軍

の

状

況

を

敏

感

に

察

知

し

て

危

機

に

対

応

し

部

下

の

信

頼

を

得

た

後

に

、

自

軍

に

有

利

な

戦

略

を

示

問
七

し

て

す

ぐ

に

決

行

す

る

こ

と

を

説

く

と

と

も

に

、

部

下

の

士

気

を

鼓

舞

し

た

。

５
点


